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アジェンダ  

⚫ PLE を 志向 する 動機  

⚫ 共通 性と 可変 性  − 複数 シス テム を意 識し た仕 様  

⚫ フィ ーチ ャモ デル  – 共 通性 と可 変性 の表 現、 利 用  

⚫ PLE の プロ セス と体 制  

⚫ PLE に まつ わる 神話  

アブストラクト  

プロ ダク トラ イン 開発  （ PLE）  とは 、広 義の 派生 開発 であ り、 共通 性を 持 つ複

数の シス テム を視 野に 入 れる 開発 方法 であ る。 単 品開 発と は異 なり 、再 利 用を

強く 意識 する 。そ のた め 、複 数シ ステ ム間 の共 通 性を 識別 する 。他 方、 シ ステ

ムご とに 異な る点 は可 変 性と して 識別 し、 各シ ス テム で追 加変 更削 除が 可 能に

なる 仕組 みを 設け る。  

本講 義で は、PLE の 基本 的な 考え 方を 解説 する 。  

講義の要約  



◆講 師紹 介  

林  好  一  氏  

Y’s Workshop 代表  兼  ソフ トウ ェア プロ セス エ キス パー ト  

 

<略 歴> 

ソフ トウ ェア プロ セス の 分野 での 支援 が主 な業 務 であ り、2003 年 から ソフ トウ ェア プロ ダク トラ イ

ン開 発を 対象 に加 え、関 連す る調 査研 究、定 義・モデ リン グ、教 育、メ ン タリ ング や課 題識 別・解 消

等の 支援 活動 を行 なう。また コミ ュニ ティ 活動 に も積 極的 に参 加し、ワー クシ ョッ プ、セ ミナ ー、カ

ン フ ァ レ ン ス 、 勉 強 会 等 の 企 画 、 運 営 、 そ し て 成 果 の 広 報 に 携 わ る 。 2014 年 か ら は  Automotive 

SPICE に 沿っ たプ ロセ ス 改善 にも 従事 して いる 。  

1983 年から 2019 年まで 株式 会社 ＳＲ Ａ勤 務、以 後個 人事 業主と DNV ビ ジネ ス・ア シュ アラ ンス・

ジャ パン 株式 会社 契約 社 員の 二足 のわ らじ を履 く 。  

 

研究 論文 や著 書  

共訳 ：Klaus Pohl ら 著、 『ソ フト ウェ アプ ロダ ク トラ イン エン ジニ アリ ン グ― ソフ トウ ェア 製品 系

列開 発の 基礎 と概 念か ら 技法 まで 』、 エス アイ ビ ーア クセ ス、 2009 年  

 

その 他（ 学位 、表 彰、 学 会活 動）  

日本 SPI コン ソー シア ム （ JASPIC）プ ロダ クト ラ イン 分科 会リ ーダ  

Software Product Line Conference 2011 Tutorial Co-Chair 

 

 

1. プロダクトライン開発とは︖  

⚫ プロ ダク トラ イン 開発 と は、 Product Line Engineering (PLE)のこ と。  

⚫ なぜ プロ ダク トラ イン で 開発 する 必要 があ るの か 。  

⚫ 低コ スト 、高 品質 、短 納 期が 実現 でき る 。  

⚫ 低コ スト に注 目さ れが ち だが 、高 品質 とい うの が メリ ット とな る。  

→再 利用 部分 は品 質の 保 証が 可能 なた め。  

⚫ 根幹 は再 利用 （ソ フト ウ ェア の再 利用 、プ ロセ ス やモ ジュ ール の再 利用 な ど）  

→バ ージ ョン 管理 され る 製品 が中 心の 考え 方だ が 、そ うい った 製品 でな く ても 適用 が可 能 。  

 

2. 共通性と可変性  

⚫ プロ ダク トラ イン はコ ア 資産 を作 成す ると いう 考 え方 。  

⚫ コア 資産 から 発生 させ て 新し いシ ステ ムを 作っ て いく よう なイ メー ジ 。  

⚫ コア 資産 その もの もア ッ プデ ート して いく 必要 が ある 。  

⚫ 共通 性を 基に 資産 を形 成 。可 変性 に着 目し て製 品 を導 出し てい く。  

⚫ 具体 的な 導入 例と して プ リン ター ドラ イバ ーの 開 発が あり 、欠 陥を 96%減 らす こと に成 功し

た。  

 

3. どうやってプロダクトライン開発をすすめるのか  

⚫ 製 品 で 共 通 な 機 能や 特 徴 （ フ ィ ー チ ャ ） を 見つ け る 。 こ こ で い う 共通 な 部 分 と い う の は 概念

的に 共通 とい うと いう 意 味で ある 。  

⚫ プ ロ グ ラ ム モ ジ ュー ル 単 位 で 考 え る の で は ない 。 概 念 的 に と ら え なる べ く 多 く の 共 通 点 を見

つけ る。 その 中で 可変 の 部分 はど の箇 所に なる の かを しっ かり と見 極め る 。  

⚫ 車 で 例 え る な ら ばエ ン ジ ン が あ る と い う の は共 通 性 と な る 。 し か しど の タ イ プ の エ ン ジ ンを

使う かは 可変 性と とら え る。  



 

4. コア資産をフィーチャモデルで表す  

⚫ フィ ーチ ャモ デル を使 っ てコ ア資 産を 表現 する 。  

⚫ フィ ーチ ャモ デルは FORM 方式 で記 載す る。  

⚫ 簡 単 に は 作 成 で きな い 。 製 品 計 画 や マ ー ケ ッテ ィ ン グ 顧 客 分 析 な どあ ら ゆ る 情 報 を 集 め て作

るこ とが 大切 。  

⚫ フ ィ ー チ ャ モ デ ルを 作 っ て か ら 、 ア ー キ テ クチ ャ を 作 る 。 ア ー キ テク チ ャ が 決 ま れ ば コ ンポ

ーネ ント が決 まる 。  

⚫ フィ ーチ ャモ デル は表 形 式に なっ たり ツリ ー状 に なっ たり する 。  

 

5. プロダクトライン開発のプロセス  

⚫ プロ セスは 2 段階 にな る 。  

⚫ ま ず は コ ア 資 産 を開 発 す る 。 そ れ か ら ア プ リケ ー シ ョ ン の 開 発 を 行う 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ンの

開発 から コア 資産 に戻 す パタ ーン もあ る 。  

⚫ いき なり 全部 をや ろう と する ので はな く今 ある 社 内の 資産 から 順次 実施 し てい く 。  

⚫ エ ン ジ ニ ア レ ベ ルで 考 え て 作 成 す る も の で はな い 、 も う 少 し 上 の レイ ヤ ー の メ ン バ ー を 参画

させ て議 論を 進め る 。  

⚫ 2 つのア プロ ーチ があ る 。  

<事 前準 備型 > 

あ ら か じ め に コ ア 製 品 を 作 る 。 初 期 投 資 が 高 く 期 間 も 大 き い 。 ま た 、 関 連 ド メ イ ン を 熟 知し

てい て安 定し てい て初 期 投資 の余 裕が ある 企業 に 向い てい る 。  

 

<都 度対 応型 > 

将来 性や 拡大 が見 込め る 場合 に限 り コ ア資 産を 作 る。 ピー クを 過ぎ たら 都 度開 発に 戻す 。  

 

⚫ 開発 体制  

<中 央統 御型 > 

一 元 的 に 管 理 ・ 開発 が で き る が 、 コ ス ト の 問題 が 発 生 す る 。 彼 ら は何 か を 作 る わ け で は ない

ため 。利 益を 上げ るま で 時間 がか かる 。  

 

<協 調開 発型 > 

各 部 門 で 開 発 し たも の を 全 社 で 共 有 。 費 用 は分 散 さ れ る が 、 他 部 門の ニ ー ズ に あ う コ ア 資産

の開 発や 協調 は難 しい 。 スケ ジュ ール や責 任問 題 。仕 様変 更 な どの 課題 が ある 。  

 

⚫ ア ジ ャ イ ル 開 発 では 不 要 な も の は 作 ら な い とい う 考 え 方 な の で 、 製品 全 体 の 設 計 な ど を 考え

て開 発を 進め る必 要が あ る。  

⚫ 製 品 の ラ イ フ サ イク ル が 目 ま ぐ る し く 変 わ るが 、 都 度 フ ィ ー チ ャ モデ ル を 見 直 し て 取 捨 選択

をし てい く必 要が ある 。  

 

6. オススメのプロダクトライン開発の進め方  

⚫ 既 存 の 資 産 を コ ア資 産 化 す る 。 こ の 時 既 存 資産 の 改 善 ・ 改 修 や 整 理は 行 わ な い 。 や っ て しま

うと 先に 進め なく なる 。  

⚫ 具 体 的 に は 、 ① 既存 資 産 の コ ア 資 産 化 ② フ ィー チ ャ モ デ ル の 作 成 と資 産 登 録 ③ ポ ー ト フ ォリ

オや 製品 計画 に従 って 開 発す るの 3 階 層が 望ま し い。  

⚫ 狩野 氏の 品質 モデ ルに 従 って 資産 化を 進め るの も よい 。  

当た り前 品質 →優 先的 に コア 資産 化 。  



一元 的品 質→ 次に コア 資 産化     …な ど  

 

7. 質疑応答   

＜質 問＞  

PLE とマ イク ロサ ービ ス の考 え方 との 違い につ い て 教 えて くだ さい 。  

＜回 答＞  

重な って いる 部分 は多 い。マイ クロ サー ビス もち ゃ んと やろ うと した ら背 後 にあ るサ ービ ス体 系

の理 解が 必要 とな る。 ど ちら も目 的は 同じ だが 、 実現 方法 や技 術が 異な る 。  

 

<質 問> 

バグ 修正 はコ ア資 産に 対 して 行い、個々 の製 品に 対し て個 別に 修正 する こ とは しな い、と いう 理

解で 正し いで しょ うか ？   

<回 答> 

その 通り 。コ ア資 産へ 対 応が 基本 とな る。 コア 資 産を ベー スと して 各製 品 を対 応し てい く。  

    

<質 問> 

PLE の 実践 では 、コ ア資 産の ファ イル 管理（ SCM）が 難し いと 思い ます 。Git や  GitHub な ど

での リポ ジト リ管 理ど の よう にす れば よい でし ょ うか ？  た とえ ば、どの よ うな 単位 をリ ポジ ト

リと する かな どで す。  

<回 答> 

統一 して 管理 した いも の をコ ア資 産化 して 、な る べく まと める （一 つの フ ァイ ルに して いく ） 。 

バリ エー ショ ンが ある 場 合は イン ター フェ ース を 同じ にす る。フィ ーチ ャモ デル を部 門ご とに 作

成し、階層 化し てい る企 業も ある。また 、コ ンフ ィグ など を用 いて ルー ル 化し、管理 しや すく す

る。  

 

<質 問> 

よい フィ ーチ ャモ デル を 作る ため には マネ ジメ ン トや 顧客 をう まく 巻き 込 んで「ど うい う価 値が

提供 でき るか 、大 切か 」 とい う共 通ビ ジョ ンを 確 立す る必 要が ある かと 思 いま す。  

この 辺を どう 実践 して い けば よい か 、 経験 やご 意 見を お聞 かせ くだ さい 。  

<回 答> 

利 害 関 係 者 を 巻 き 込 ん で ど れ だ け 意 見 を あ つ め ら れ る か と い う の が 最 終 的 な ポ イ ン ト と な り ま

す。 よい シス テム アー キ テク チャ を作 るの と同 じ よう なス キル が 必 要と 考 えま す。  

 

<質 問> 

「フ ィー チャ モデ ル」 と は、 特に IT ベン チャ ーの よう な企 業で は、 「ビ ジ ネス モデ ル」 とほ ぼ

同義 なの かと 理解 しま し たが 、如 何で しょ うか ？  

<回 答> 

フィ ーチ ャモ デル とビ ジ ネス モデ ル は 両輪 であ る と考 えて いる 。フ ィー チ ャモ デル を「 能力 」レ

イヤ ーに 加え ると より 良 いも のが 作成 でき る。  

 

<質 問> 

「自 動化 」に つい て紹 介 があ りま した が、 例え ば 、要 求、 設計 資料 、ソ ー ス、 テス トケ ース 等、

どの 部分 をど のよ うに 自 動化 すれ ばよ いで しょ う か。  

<回 答> 



Gear とい う ツー ル など があ る が、 Gear 以 外に もツ ー ルは 多く 存 在す る ので 特 性を 踏ま え て利

用す るこ とが 大切。シス テ ムや プロ グラ ムだ けで な くド キュ メン トを プロ ダ クト ライ ン化 して も

効果 はあ る。  

 

以上  

 


